中学校３年生　  数学　  単元名   　８　標本調査　　　　　　 　　　　　　　　ＮＯ．１
	１　次の（　　　　）にあてはまる言葉を答えなさい。（１０点×４問）
調査の対象になっている集団全部のものについてもれなく調べることを（　　①　　）という。
集団からその一部分を取り出して調べ，その結果で，集団全体の特徴や性質を推定する調べ方を（　　②　　）という。このとき、集団全体を（　　③　　）といい、（　　③　　）から抜き出した一部分を（　　④　　）という。
①
全数調査
②
標本調査
③
母集団
④
標本
２　次のことがらは、全数調査と標本調査のどちらが適切ですか。（１０点×４問）
（１）　全校生徒の身体測定
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（２）　蛍光灯の耐用時間の調査
（３）　テレビの視聴率調査
（４）　国勢調査
（１）
全数調査
（２）
標本調査
（３）
標本調査
（４）
全数調査
３　缶詰の品質の調査は、標本調査でおこなわれます。その理由を答えなさい。
（２０点）
缶詰の品質の調査は全数調査を行うことはできるが、
一度調べた缶詰は製品として出荷することができなくなり、
全数調査を行うと出荷する製品がなくなるから。



中学校３年生　  数学　  単元名   ８　標本調査　　　　　　　　　　　　　　　　ＮＯ．２
	１　埼玉県の男子中学生のハンドボール投げの平均を調べるために、
　　１００人を選び出して調査を行うことにしました。（１０点×５問）
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　 （１）母集団は何ですか。
　 （２）標本の大きさを答えなさい。
   （３）母集団から標本を抜き出すことを何と言いますか。
   （４）１００人を選ぶ方法として、正しいものを選びなさい。
　　　　①埼玉県内の男子ハンドボール部員から１００人を選ぶ。
　　　　②４月生まれの男子中学生の中から１００人を選ぶ。
　　　　③所属する部活動や地域に偏りのないよう、男子中学生１００人を選ぶ。
   （５）次の（　　　）にあてはまる言葉を答えなさい。
「母集団の中のひとつひとつの資料から、標本として選び出される確率が
同じような条件のもとで選び出すことを、『（　　　　）に抽出する』という。」
（１）
埼玉県の
男子中学生
（２）
１００（人）
（３）
抽出する
（４）
③
（５）
無作為
２　白黒の２種類の碁石が合わせて４００個入っている袋から、無作為に４０個の碁石を抽出したとき、白い碁石の数は１２個でした。この袋の中には何個の白い碁石が入っているのか、次のように解いたとき、（　　　）の中に入る数を答えなさい。
（１０点×３問）
４００個の母集団から無作為に抽出された標本の大きさは（　①　）個で、標本における白い碁石の比率は[image: image2.png]e



＝（　②　）である。よって母集団における白い碁石の比率も（　②　）と推測できる。従って、４００×（　②　）＝（　③　）個。
①
４０
②　　　　
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③
１２０
３　ある湖で、１００匹の魚を捕獲して、印をつけて放しました。しばらくたってから、３００匹の魚を捕獲したところ、そのうちの１０匹に印がついていました。
　　この湖には魚が何匹いると推測できますか。（２０点）
　標本の大きさは１００匹で
　湖に魚がn匹いるとすると、　[image: image6.png]100 _ 10
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　よって、[image: image8.png]n = 3000




答　３０００匹


